
（様式１） 

観光社会資本の事例 

テーマ 流氷とオホーツク海が四季を通じて満喫できる紋別港 

【施設の状況写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設の利用写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観光資源としての利用状況】 

紋別港港南地区に位置する親水防波堤「クリオネプロムナード」、氷海展望塔「オホーツクタワ

ー」、流氷の中を航行する「ガリンコ号Ⅱ」には、毎年、多くの観光客が流氷を求めて訪れていま

す。また港南地区では、冬は「流氷まつり」、夏は「ホワイトビーチフェスティバル」、秋は「紋別グ

ルメまつり」など、一年をとおして多彩なイベントが行われ、紋別市民はもとより、全国各地から訪

れる多くの観光客を楽しませています。    

流氷が埋め尽くす冬のオホーツク海を進む流氷砕

氷船「ガリンコ号Ⅱ」。氷海展望塔「オホーツクタワ

ー」では海底から太陽の光に透ける流氷が見られ

ます。 

南の島を思わせる白い砂浜のオホーツクホワイトビ

ーチ。ここから氷海展望塔「オホーツクタワー」まで

は、親水防波堤「クリオネプロムナード」で繋がって

います。 

オホーツク海に延びる親水防波堤「クリオネプロム

ナード」では四季折々のオホーツク海が楽しめま

す。 

子供も安心して遊ぶことができるホワイトビー

チ。ビーチバレーで汗を流したり、紋別の夏を思

う存分楽しめます。 



（様式２）

テーマ 流氷とオホーツク海が四季を通じて満喫できる紋別港 

【社会資本の基礎データ】 

○名称     紋別港第３防波堤、緑地など 

○所在地   北海道紋別市海洋公園  

○事業名   港湾整備事業 

○事業主体  北海道開発局、紋別市    

○事業期間  平成３年～平成１３年 

【社会資本の役割・効果】 

 

○港の安全性の確保 

 紋別港は、紋別市、遠軽町を中心とする遠紋地区や上川北部の物流拠点として重要な役割を

担っています。紋別港第３防波堤は、紋別港に入港する船舶の安全な停泊や貨物の積みおろし

のために港内に波が入らないよう波を遮断し、港内を静かに保ちます。また、台風や低気圧によ

る高潮の被害を最小限にくいとめています。 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関連ホームページ】 紋別市・観光施設 http://mombetsu.jp/kanko/point/index.html 

紋別観光協会・イベント関係 http://www1.ocn.ne.jp/~monkan/main/event/eventannai.htm 

 


